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環境又は生活環境を向上させる分
野

公募

公募

②福祉の推進、健康の増進など幸
せな暮らしを支える分野

⑥文化又は観光の振興などまちの
魅力を発信する分野

②福祉の推進、健康の増進など幸
せな暮らしを支える分野

⑤産業の振興、都市拠点の形成な
どまちの活力を高める分野

②福祉の推進、健康の増進など幸
せな暮らしを支える分野

③子育て、教育など人を育て心を
はぐくむ分野

⑦地域住民組織活動、まちづくり
活動など市民自治を推進する分野

①防災又は地域交通環境の向上な
ど安全で快適な暮らしを支える分
野

公募

第３期川崎区区民会議委員名簿

５０音順、敬称略

専門部会
氏名 推薦団体・分野など

別紙１



（仮称）子ども部会　座席表

石渡委員

深澤委員

別紙２

速記者席

小
山
内
副
区
長

金
子
課
長

部
会
長

山田こども支援室長

宮崎委員

朴委員

事務局



別紙３ 

川崎区区民会議 事務連絡一覧 

 

 

１ 会議公開 

・この会議は公開で開催しています 

・開催することを事前に公表しています 

・後日（おおむね１カ月後）、会議録を公開します 

 

 

２ 傍聴の注意事項 

・全体会議は２０人、専門部会は１０人まで傍聴者が入場する場合があります 

・傍聴者は遵守事項を守り、静穏に傍聴してください 

 

 

３ 写真撮影 

・事務局が会議の記録として写真の撮影などを行います 

・撮影した写真は、広報物（市政だより、ホームページなど）や報告書などに使用す

る場合があります 

 

 

４ 会議時間 

 ・会議時間は２時間程度を予定しています 

 ・次第に沿って、途中に休憩を入れずに進行します 

 

 

５ 会議の広報 

 ・審議の結果や様子を市政だよりやホームページで広報することがあります 

 

 

６ 会議録の事前確認 

 ・会議録は事務局が摘録を作成し、委員などに内容の確認を公開前にお願いします 

 ・発言した趣旨と異なる箇所がありましたら、お知らせください 

 



川崎区区民会議 第２回（仮称）子ども部会 資料１－（１）

H22.６.2５

第１回審議内容の確認（１）

子どもの居場所

カローリングＭＲワクチン

・カローリングの継続普及

・カローリングを交流の場での活用する

・カローリングは大人も子どもも一緒に楽しめる

・学校・地域で子どもの居場所確保 ・モデル地区を設定した、青少年の非行対策

・MRワクチン（第３・４期）の接種率改善（神奈川県は全国ワースト１）

・ワクチン接種を通じた、子どもたちの健康に対する意識向上

・教育委員会、保健所、医師会が連携したワクチン接種率の向上

・学校に通えない子どもの受け皿づくり ・地域として、子どもも大人も連携できる環境づくり

・保護者が閉鎖的にならず、前向きに子育てに向き合える環境づくり

・地域で子どもを見てあげられる環境づくり

・妊婦～生後3・4カ月の子どもを持つ母親のサポート体制

（子育てに関する悩み相談など）

・学校の先生も登校してくる生徒の指導で精一杯
（不登校児をサポートする余裕なし）

・素行が悪く学校から返されてしまう
子どもたちの受け皿づくり

・小さい頃から知っている子どもは、中学生で非行に走っても怖がらず声を掛けられる

その他

・子どもも知っている大人の言うことは聞く

・非行が低年齢化している（小学校低学年から）

・言葉遣いの問題など、自覚が足りない親がいる

・子どもが外で思いきり遊んで発散する場所がない

・繁華街などがあり夜も明るいので、夜が怖くない

・団体ではなく、個人が自由に遊べるスペースのある公園が少ない

・ワクチンの重要性を教育する良い機会としたい

・高齢者と子どもが接する場として、老人ホーム訪問などを実施しても良い

・カローリングを高齢者部会でも取り上げて欲しい

・子どもにとって安全・安心なまちづくり

前回の部会では、皆さんの意見を次の３分野に大きく課題を分類しました。

「子どもの居場所」 「ＭＲワクチン」 「カローリング」



川崎区区民会議 第２回（仮称）子ども部会 資料１－（２）

H22.６.2５

第１回審議内容の確認（２）

“横のつながり”をつくっていけるのが区民会議
⇒各部会で連携していけるものがあれば連携していこう！

このほか、区民会議全体について、次のような意見も出されました。

子どもの居場所

ＭＲワクチン

カローリング

これらは「課題」というよりは
「課題“解決策”（＝手段）」？？

今回はまず「子どもに関する課題」を
決定していただきます 例えば・・・

『世代間交流による
地域全体での子育て』など

例えば・・・
『子どもの健康づくり』など

「ＭＲワクチン」「カローリング」が必要となっている
背景（＝課題）を導き出してください

意見をまとめると・・・

・学校だけでなく、地域全体で子どもの居場所をつくりたい
・不登校や非行に走った子どもを地域全体で見守りたい
・子どもが自由に思いきり遊べる場所が欲しい



川崎区区民会議 第２回（仮称）子ども部会 資料２

H22.６.2５

審議課題について

先程の事務局からの説明を踏まえ、改めて審議課題を決定してください。
なお、審議課題は、行政でも取り組んでいない、また市議会でも議論されていない、「区民会議だからこそできる取り組み（＝課題解決策）」につながる
課題を選定してください（他で既に取り組んでいる事業と重複がないようにしてください）。

（参考）今後、今回決定した課題に対する解決策については、次のような観点も踏まえて審議していただく必要があります。
①主体的に誰(どの団体)が取り組むのか

②長期的に継続することができるよう、今後の担い手づくりのスキーム
③効果的な情報発信（区民会議認知度向上）
④イベント実施の場合、どうやって区民を巻き込んでいくかの仕掛け

前回分類した審議課題

（１）子どもの居場所

（２）ＭＲワクチン

（３）カローリング

審議課題決定

審議テーマについて

今回決定した審議課題を
網羅し、かつ端的に表している、
審議テーマを定めてください。

（例）子どもが健やかに成長できるまちづくり （※前回時点の審議課題の場合、例えばこのようなテーマが考えられるという、“たたき台”です）
（参考キーワード） 地域 ・ 交流 ・ 健康 ・ 安全 ・ 安心 などが前回時点の審議課題の場合では考えられます

審議課題を選定する際には次の項目を考慮してください。
・区民のニーズが高いかどうか（重要性）
区民会議が調査審議することにより、具体的な解決につながる展開が期待できるかどうか（実現性）

・課題の解決が緊急に求められているかどうか（緊急性）



子どもに関する川崎区の現状

平成２２年６月２５日
川崎区役所こども支援室

参考１



川崎区の児童・生徒数の推移

年齢（4区分）別0～18歳人口の推移
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外国人児童数の推移

0～18歳外国人登録人口（全市、川崎区）の推移
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子ども世帯の特徴

区別ひとり親世帯数（平成17年）
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生活保護受給世帯数（母子世帯・平成19年度月平均）
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虐待通告件数
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川崎区の不登校件数の推移

不登校児童・生徒数の推移（川崎区）
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若年母の件数

平成１９年　１９歳以下の出産件数
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１９歳以下の人工妊娠中絶件数

平成１９年　１９歳以下の人工妊娠中絶件数
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川崎区の子ども関係機関・団体等の
聞き取りなどから
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